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巻頭言「集まる、ということ」
TCRS CEO 本田 秀一

　次号は秋と言っておきながら、前回の TCRS Journal の発行から 3 年が経ってしまいま
した。ここ最近時の流れが速く感じるようになったのは気のせいでしょうか？（はい、そこ
年寄りだって言わない！）
　前号の発行以降大きく変わったことと言えば、関西リアルイベント「Crafters Station」
をスタートさせたところでしょうか。これまでは Minecraft のファンイベントと言えば、
春のニコニコ超会議併催イベントであったり、夏秋に都内の会場でという流れがありました
が、秋の関西イベントという新しい流れが今生まれつつあります。
　やはり、リアルのファンイベントというものは規模の大小を問わず、出展者と参加者の距
離が近く、会って話す・一緒にプレイする / 体験するといった、リアルならではの醍醐味が
あったと思います。
　しかし、オンラインイベントにもリアルイベントにない盛り上がりというものがあったよ
うにも感じます。好例を上げるなら、コロナ禍の中であった 2021 年と 22 年に開催され私
も運営の一員として参加した、マイクラマルシェでしょう。創作系やコスプレ系の繋がりで
運営や PR が進んでいましたが、リアルイベントに引けを取らない動員とオンラインならで
はの企画などを通じて、多くのクラフターの皆様に楽しんでいただけたと振り返っています。
　そもそも Minecraft 特にマルチプレイサーバーには「場所を作る」そんな力があるので
はないでしょうか。マイクラマルシェでは Minecraft のゲーム内に集まったのは、前夜祭
のミニゲームのみでしたが、イベント全体が Minecraft のゲーム内に展開されたらどうな
るでしょうか。それをこの秋、「Crafters Station Alpha」として実現してみようと準備を
進めています。
　リアルとオンライン、どちらが良いといった比較をするのは野暮でしょう。両方にそれで
しかできないことがあります。Alpha から先、TCRS グループ・Crafters Station だから
こそできる、今までにないイベントを企画していきます。
　この記事をご覧いただいているのは、超会議の会場から帰った後でしょうか。マイクラス
クエアは 4 月 26 日までですが、今年の Minecraft ファンによる祭りはまだ秋にも再び開催
されます。次はマイクラの中でお会いしましょう。
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「首都圏だけではなく関西でも Minecraft
ファンが自分の作品や活動を紹介し合い、つ
ながれる場をつくりたい」
—そんな思いのもと、「Crafters Station」
をスタートさせました。
　2024 年 11 月に大阪で「Crafters Station 
Indev」としてスタートし、昨年はマイクリ
アーノリアルとの併催イベントとして 11 月
に「Crafters Station Infdev」 と、 関 西 を
拠点としてリアルイベント開催してまいりま
した。
　 そ し て 第 3 弾 と な る 今 回、「Crafters 
Station Alpha」は初のオンライン開催に挑
みます。Minecraft のサーバーを舞台にする
ことで、これまでリアル会場に足を運べな
かった全国のクラフターにも参加の扉を開き
ます。
　Alpha というネーミングには、単なる通
過点ではなく「新しい可能性の始まり」とい
う意味を込めています。ここで培った知見と
実績を活かし、2027 年開催予定のリアルイ
ベント「Beta 1.0」では、オンラインとリア
ルを融合させた今までに無い新しいイベント
形態を実現いたします。

Crafters Station Infdev を振り返って
　Crafters Station Infdev（以下、Infdev）
は、前述の通りマイクリアーノリアルの併
催イベントとして開催いたしました。Indev
では出展者はありませんでしたが、今回は 2
団体様に出展をいただきました。
　併催イベントの一般チケット販売数は 47
枚。会場では親子連れでの来場もあり、幅広

い層に足を運んでいただけた印象です。また、
「関西開催だから来ました」という X での声
もあり、開催地が集客に与える影響を実感す
る場面もありました。
　会場に設けた年表企画には、複数の方に記
入いただくことができました。参加者の方々
の書き込みでスペースが埋まる様子は、リア
ルイベントならではの体験として印象に残っ
ています。
　併催側で SCP 財団を題材にした企画「新
規入職者ガイダンス :Reality」がありました
が、これが予想以上の化学反応を生みまし
た。そちらの出展者さんやファンの方々との
交流を通じて、Infdev の出展サークルの皆
さんにも新たな繋がりが生まれたと感じてい
ます。
　一方で、TCRS 単独での広報力・クリエイ
ティブ力の不足は正直に認めなければなりま
せん。もっと多くの方に届けられたはず、と
いう思いは Alpha への大きな原動力になっ
ています。また、運営面では人手不足も痛感
しました。この記事を読んで気になった方！
ぜひ一緒にこのイベントを作り上げてみませ
んか？皆様のスタッフ応募をお待ちしており
ます！
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決定済企画のご紹介
　現時点で次の ３ つの企画が決定していま
す。今後さらに追加企画を発表予定です。

出 展 エ リ ア「 ク ラ フ タ ー ガ レ ー ジ 」 は
Crafters Station Infdev で も 展 開 し た 企
画です。一定サイズで自由に活用いただけ
る出展スペースをワールド内に設けます。
Minecraft のワールドや建築作品はもちろ
ん、MOD・スキン・グッズなどの創作物、
サーバーや動画といった活動紹介まで、幅広
いジャンルの出展を受け付けます。ルールさ
え守れば、Minecraft 関連であれば内容は問
いません。

クラフターガレージに出展いただいてい
る Minecraft サ ー バ ー を 中 心 に 様 々 な
Minecraft サーバーを取材・寄稿でまとめ
たガイド冊子を発行します。運営者インタ
ビューや現地レポートを通じて、普段なかな
か知る機会のないサーバーの魅力を誌面でお
届けします。出展サーバーの予習として、あ
るいはイベント後に新たなサーバーを訪れる
きっかけとして活用していただける一冊を目
指します。

会場の盛り上がりをより多くの人に届けるた
め、コアタイムにあわせたライブ配信を実施
します。会場に入れない方も、配信でイベン
トの熱量をリアルタイムで体感してくださ
い。
さらに追加企画も現在検討中です。続報にご
期待ください！

出展をご検討中の方へ
出展募集の開始時期は現在調整中です。公式
サ イ ト (https://craftersstation.tcrs.asia/)
や SNS(https://x.com/TCRS_Group) でお
知らせしますので、ぜひフォローしてお待ち
ください。

Crafters Station の将来構想
　さて、昨年まで関西圏でのリアルイベント
として開催してきた Crafters Station が今
年オンラインイベントになったことについて
疑問をお持ちの方もおられると思います。
　巻頭言でも少し触れましたが、今年の
Alpha に続く来年以降の計画も含めて進め
ています。今までに無い新しいイベントの形
を実現していければと考えています。

　この秋、Crafters Station Alpha の会場
で再び皆様と集えることを願っています。

出展
出展エリア

ブース内装・展示を自分好みに
自由にカスタマイズ可能

高い自由度でブース演出

各地のマルチサーバーサーバーを
サーバー観光ガイド
取材・寄稿でまとめた特集号
取材記事・寄稿コンテンツ形式

観光

コアタイムをリアルタイム配信
オンライン視聴も可能
接続が難しい方もライブで参加

コアタイムライブ配信
配信
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　TCRS グループでは現在、グループ全体で
使える共通アカウント基盤「TCRS ID」の
開発を進めています。この記事では、TCRS 
ID が何を解決しようとしているのか、そし
てどんな未来を目指しているのかをお伝えし
ます。

既存サービスが抱える課題
　Minecraft のマルチプレイサーバーを運営
したことがある方なら、こんな経験はないで
しょうか。サーバーリストへの掲載やスタッ
フ募集の投稿が特定の担当者個人のアカウン
トに紐付いており、その人が引退したり担当
を交代したりした途端、投稿の管理ができな
くなってしまう。そうでなかったとしても、
その人しか編集できないので、急ぎの対応が
できないなど。
　国内の既存サービスの多くは、こうした「個
人依存」の構造を持っています。チームで運
営しているサーバーであっても、サービス上
は一個人の投稿として扱われるため、責任者
の交代や複数人での管理に対応しにくい設計
になっています。
　 ま た、Minecraft に は Java Edition と
Bedrock Edition という 2 つのクライアン
トが存在し、それぞれ異なる ID（Java は
Mojang UUID、Bedrock は XUID）を持っ
ています。同じプレイヤーであっても別々の
ID で管理されるため、サービスをまたいだ
連携や、BAN 管理・ホワイトリスト管理が
複雑になりがちです。

特集2
TCRS IDが目指すもの

TCRS ID とは
　TCRS ID は、これらの課題を解決するた
めに TCRS グループが開発している共通ア
カウント基盤です。
　重要な設計思想として、認証と Minecraft 
ID を意図的に分離しています。Minecraft 
ID は TCRS ID に「 紐 付 け ら れ た 属 性 」
として扱われるため、Java アカウントと
Bedrock アカウントを同一の TCRS ID に
紐付けることができます。プレイヤーはどち
らの Edition で遊んでいても、サービス上は
同じ一人の人物として扱われます。もちろん、
検証用や放置用などで複数の Minecraft 用
アカウントを持っていても、一つの TCRS 
ID に紐付けできます。
　TCRS ID は 現 在、BlockConnect

（Minecraft サーバーリスト＆スタッフ募集
サイト）や TCRS Event Platform（Crafters 
Station 用出展申し込み / 管理・チケット販
売システム）など、TCRS グループが提供
する複数のサービスの認証基盤として順次導
入を進めています。
　将来的には、日本の Minecraft コミュニ
ティにおけるデファクトスタンダードな ID
プラットフォームになることを目指していま
す。

組織（Organization）機能が変えること
　TCRS ID が特に力を入れているのが、組
織（Organization）機能です。
　サーバーや出展サークルを「組織」として



TCRS Journal　6

作成し、複数のメンバーでの共同管理を可能
にします。組織に対して担当者を追加・変更
できるため、責任者が変わってもサービス上
の情報はそのまま引き継がれます。投稿を作
り直す必要はありません。
　 さ ら に、 こ の「 組 織 」 は サ ー ビ ス を
またいで同一の実体として機能します。
BlockConnect でサーバーの運営主体とし
て作成した組織を、そのまま TCRS Event 
Platform の出展サークルとしても使用でき
ます。TCRS Event Platform では、出展パ
スの発行やスタッフへの権限付与にも組織の
メンバー情報が活用されます。もちろんマル
チプレイサーバーの運営に限らず、建築チー
ムやプログラム開発チームでも、Crafters 
Station 出展に使った組織を BlockConnect

で新たなメンバーを募集するために使うこと
ができます。一度作った組織が、各サービス
でシームレスに連動する。これが既存サービ
スとの大きな違いです。

これから目指すもの
TCRS ID はまず、TCRS グループのサービ
ス群を一本の軸でつなぐことから始まりま
す。そして段階的に対応サービスを広げ、将
来的には関西サブカル圏全体の共通アカウン
トへと発展させていくことも視野に入れてい
ます。

「管理のための仕組み」ではなく、コミュニ
ティで遊ぶ・運営する・集まるという体験を
シームレスにするための基盤。それが TCRS 
ID の目指すものです。開発の進捗は今後も
TCRS の X 等でお伝えしていきます。

From Staff 「P-Teams 今年で三周年の節目！」
　　　　　　　　　　　　　からあげもりもり

　こんにちは！ TCRS Community Craft 
スタッフ、そして Prismatic-Teams の代表
を務めております。からあげもりもりこと中
原と申します！
　2026 年 の 今 年、Prismatic-Teams は 創
立三周年を迎えました！
今思えば、「ゆっくりバザール」や「MCJR」
など、様々な思い出がありましたね ... ！
　Prismatic-Teams の 第 一 歩 は、2023 年
12 月の「LivehotChristmas」から始まりま
した！
たくさんの配信者の方と交流し、コミュニ
ティがつくられるきっかけになったのが本当
に嬉しい！

また、2024 年 8 月には、初めてネットで「マ
イクリアーノ」というイベントを開催し、
次に「マイクリアーノリアル」を 2025 年に
開催したことは、今の P-Teams に繋がる一
つの大きな力になったんではないかと思いま
す！
　2026 年のマイクリアーノリアルは、「5 月
23 日」に開催されますのでお楽しみに！
そして、これから拡大していく「マイクリアー
ノリアル」を、ワクワクしながら待っていて
ください！
Have a magical day!!!( この文章は、千葉
県浦安市の某夢の国で書いています ()
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10 月 25 日（日）
オンラインで開催決定！

Crafters Station
Alpha

詳細は、公式サイト、
TCRSグループXで随時発信します！

公式サイト X アカウント


	PDF版表紙裏表紙
	PDF版本文

